
















カモ科鳥類生息調査事業実施要領 

 

 

１．目的 

 

    本事業は、福井県内に渡来するカモ科鳥類（ガン・カモ・ハクチョウ類）の渡来状況に関する基礎資

料を収集し、鳥獣保護行政に資するため実施する。 

 

 

２．調査実施者 

 

    本事業は、日本野鳥の会福井県に委託して実施するものとする。 

 

 

３．調査地 

 

    （調査地は、別紙参照で省略する） 

 

 

４．調査方法 

 

    調査は、それぞれの調査地に定点及びル－トを設けて、その地域に生息するカモ科鳥類（ガン・カ

モ・ハクチョウ類）の種類別渡来数及び生息状況等のついて行うものとする。 

   

 

５．調査期日 

 

    令和４年１月１０日（日）および１１日(月)とする。ただし、天候または調査員の都合により同日におけ

る調査が不可能な場合は、１月５日から２０日の間に実施して差し支えない。 

    調査時間帯は、カモ科鳥類（ガン・カモ・ハクチョウ類）の渡来数の最も安定する午前中とする。 

 

 

    第６項、７項については省略する。 
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                       １  調 査 の 概 要  

 

 

( １ )   経 過  

 

    こ の 調 査 は 、 昭 和 44 年 度 か ら 林 野 庁 （ 昭 和 ４ ８ 年 度 か ら 環 境 庁 、 平 成 1 3

年 度 か ら 環 境 省 ） の 指 示 に よ り 、 毎 年 1 月 1 5 日 前 後 に 調 査 日 を 設 定 し 取 り

組 ん で い る も の で あ る 。 昭 和 5 2 年 度 か ら は 、 福 井 県 か ら そ の 業 務 の 委 託 を

請 け た 日 本 野 鳥 の 会 福 井 県 が 調 査 業 務 を 行 っ て い る 。  

 

 

( ２ )   調 査 の 目 的  

 

福 井 県 内 に 渡 来 す る カ モ 科 鳥 類 （ ガ ン ・ カ モ ・ ハ ク チ ョ ウ 類 ） の 渡 来 状 況

に 関 す る 基 礎 資 料 を 収 集 し 、 福 井 県 の 鳥 類 保 護 行 政 に 資 す る も の と す る 。  

 

( ３ )   調 査 実 施 者  

 

  福 井 県 の 委 託 を 請 け て 、 日 本 野 鳥 の 会 福 井 県 が 実 施 し た 。 調 査 員 は カ モ

科 鳥 類 （ ガ ン ・ カ モ ・ ハ ク チ ョ ウ 類 ） の 識 別 能 力 が あ り 、 ま た 過 去 に も 調 査 経

験 の あ る 会 員 ７ ６ 名 で 構 成 し た 。  

 

 

( ４ )   調 査 日  

 

    坂 井 平 野 （ ガ ン 類 ） に つ い て は 令 和 ４ (2 0 2２ )年 1 月 ９ 日 、 そ の 他 の 調 査 地

に つ い て は 令 和 ４ (2 0 2２ )年 1 月 1 0 日 に 調 査 を 実 施 し た 。  

 

 

( ５ )   調 査 地  

 

福 井 県 か ら 指 定 さ れ た 湖 沼 、 河 川 、 内 湾 、 平 野 部 な ど の 計 1 7 箇 所 で 調 査     

を 実 施 し た  (第 １ 図 、 第 ２ 図 ） 。  

 

( ６ )   調 査 及 び 分 析  

 

   調 査 地 の 全 域 を カ バ － す る よ う に 観 察 地 点 を い く つ か 設 定 し 、 調 査 地 域 内     

で 観 察 さ れ た ガ ン ・ カ モ ・ ハ ク チ ョ ウ 類 の 種 と そ の 個 体 数 を 記 録 し た 。 各 調 査

地 に は 、 ３ ～ １ ７ 名 を 配 置 し 、 双 眼 鏡 （ ８ ～ ２ ０ 倍 ） 及 び 望 遠 鏡 （ ２ ０ ～ ６ ０ 倍 ）

で 種 を 判 定 し 、 そ の 個 体 数 を 計 数 器 に よ り 記 録 し た 。 ま た 、 面 積 の 広 い 調 査

地 に お い て は 無 線 機 な ど を 使 用 し 、 鳥 の 移 動 に よ る 重 複 カ ウ ン ト を 防 止 し

た 。  

   調 査 結 果 を も と に 、 種 構 成 、 個 体 数 、 生 息 状 況 な ど の 変 化 に つ い て 過 去 の     

調 査 記 録 と 比 較 し 分 析 を 行 っ た 。  

 

 



２ 調査の結果と考察 

 
（１） 概要 
坂井平野のガン類調査は１月９日に、県内各地のカモ類調査は１月 10 日に予定通り実施した。 
17 箇所の調査地で 22 種 25,455 羽のカモ科鳥類が記録された（第 1 表）。昨年に比べ、種数は 2 種増

加し、個体数は昨年比で 2.5％（615 羽）増加し、殆ど変わらないといえる。カモ科（ガン・カモ・ハ

クチョウ類）の個体数は平成 8（1996）年度以降、2008、2009 および昨年度を除いて、25,000～30,000
羽程度で推移している。今年度は昨年度とほぼ同じ個体数となった。種数は 22 種で、平成 2（1990）
年度以降 20 種前後で推移しており、本年度もほぼ同じであった。なおメジロガモが初記録となった。 
今回の調査で、ガン類はマガンのみで 199 羽、ハクチョウ類は 3 種でコブハクチョウ 2 羽、コハクチ

ョウ 125 羽、オオハクチョウ 1 羽で合計 128 羽、カモ類が 18 種 25,128 羽記録された。優占度（種別

個体数の全個体数に対する割合）の高かった種は、マガモ 56.3%（昨年 51.7%）、コガモ 11.4%（昨年

10.1%）、カルガモ 10.4%（昨年 7.5%）の上位 3 種は昨年と同じ順位であるが、4 位はヒドリガモ 6.4％
（昨年 3.2％）であった。 
種別個体数の昨年との比較では、マガモ 1,488 羽増、ヒドリガモ 834 羽増、カルガモ 779 羽増、コガ

モ 381 羽増とマガモ属の増加が目立つ。ただ、同じマガモ属のオナガガモは 395 羽減、ハシビロガモも

109 羽減であった。一方、スズガモ属は種によって違いが見られ、スズガモが 180 羽増、ホシハジロが

144 羽増、キンクロハジロが 114 羽減となった。 
マガモ属の増加は水田の二番穂などが昨年は積雪で覆われてしまい採餌できない状態だったのが、今

年は積雪量が少なく採餌が可能となったことが原因の一つと思われる。 
 

 希少種の個体数の増減は、県域絶滅危惧Ⅰ類の亜種オオヒシクイは昨年 62 羽に対し、今年は確認で

きなかった。県域絶滅危惧Ⅱ類のマガンも昨年 1,132 羽に対し、今年は 199 羽と激減した。石川県片野

鴨池を塒とするガン類のうち坂井平野を採餌場所として選択する個体が減ってきている。オシドリは 65
羽減の 33 羽、トモエガモは 1,452 羽減の 356 羽。トモエガモは昨年本調査での最高値の 1,805 羽を記

録したが、今年は福井県より北の各地が昨年ほどの大雪でなかったために県内への飛来数が減少したと

思われる。 
 
（２） 調査地別 
 種数が多かった調査地は、菅湖 15 種、北潟湖 14 種、三方湖 12 種、日野川と水月湖および九頭竜川

―真名川合流点が 11 種であった。福良ｹ池の 6 種増は特例として（調査地個別の項で解説）、種数はど

の調査地も昨年とほぼ同じで、九頭竜川河口流域の 4 種減が最も大きかった。 
 個体数の上位 5 調査地は、多い順に日野川 4,500 羽、水月湖 3,941 羽、小浜湾 3,209 羽、菅湖 3,048
羽、足羽川 2,008 羽であった。昨年は多い順に菅湖 5,196 羽、北潟湖 2,701 羽、水月湖 2,628 羽、日野

川 2,475 羽、三方湖 2,213 羽であった。大きな変化は、日野川 2,025 羽増、小浜湾 1,898 増、水月湖 1,313
羽増、九頭竜川―真名川合流点 1,095 羽増で、最も減少したのは菅湖 2,148 減ある。 
 県内を嶺北と嶺南に分けてみると、嶺北は昨年 10,974 羽が今年 11,687 羽と 6.5%の増加となった。

一方、嶺南は昨年 13,866 羽が今年 13,768 羽と 0.7%減で個体数の変化は僅かだった。嶺南の中で、三

方五湖は昨年 11,675 羽が今年は 10,290 羽で 11.9%減少したが、小浜湾は 1,311 羽から 3,209 羽と大き

く増加した。 































あ   と   が   き

今冬は、1月9日の坂井平野のガン類調査と1月10日の県内一斉カモ科調査を

予定通り実施することが出来ました。昨年は嶺北が大雪で水田に入って採餌

するマガモ属の個体数の減少となって現れましたが、今年はマガモ属の個体

数が昨年に比べ増加しました。ただカモ科鳥類全体では昨年に比べ大幅に増

加したわけではありませんでした。今後どのように推移していくか注目して

いく必要があると考えます。 

半世紀以上継続して実施している本調査のデータは大変貴重なものであり、

今後も継続していくことで本県の自然環境保全や自然再生の役に立つものと

確信しています。 小嶋 明男

調   査   協   力  者  
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